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目が見えなくても

テニスがテニスが
したい！したい！

表通り裏通り

この競技のために開発したボール。スポン
ジボールの中をくり抜き、視覚障害者用卓
球のボールを入れることで、弾むとマラカ
スのような音が出ます。直径は約９㎝。ス
ポンジなので、体に当たっても安全です

20年ほど前、視覚障害
者向けに、ボールや競技方
法をくふうした「視覚ハン
ディキャップテニス」とい
う競技が考案されました。
誕生の舞台となったのは、
県立盲学校。同校生徒の発
案から試行錯誤を経て生ま
れたこの競技を、現在全国
で300人以上が楽しんで
います。

｠
こ
の
テ
ニ
ス
は
、
視
力
に
よ
っ
て
バ
ウ

ン
ド
の
数
が
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
全

盲
の
競
技
者
は
ボ
ー
ル
が
三
バ
ウ
ン
ド
す

る
ま
で
打
ち
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
試

合
は
、
サ
ー
バ
ー
が
「
行
き
ま
す
」
と
言

い
、
レ
シ
ー
バ
ー
が
「
は
い
」
と
返
事
を

し
て
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
独
自
に
開
発
し

た
、
音
が
出
る
ボ
ー
ル
を
使
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
自
分
の
位
置
を
足
や
手
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
、
ラ
イ
ン
の
下
に
た
こ
糸
な
ど

を
通
し
て
突
起
さ
せ
て
い
ま
す
。

「
初
め
の
う
ち
は
、
バ
ウ
ン
ド
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
で
す
ね
」

と
話
す
、
全
盲
の
現
役
選
手
で
あ
り
日
本

視
覚
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
テ
ニ
ス
協
会
会

長
の
山や

ま

本も
と

栄え
い

治じ

さ
ん
（
51
歳
・
笠か

さ

幡は
た

）。

音
を
頼
り
に
、
瞬
時
に
頭
の
中
で
三
次
元

の
世
界
を
作
り
出
し
て
、
ボ
ー
ル
を
打
ち

返
す
。
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
初
め
て
ラ

ケ
ッ
ト
に
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
と
き
の
喜

び
は
大
き
か
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
競
技
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

平
成
十
四
年
に
オ
ア
シ
ス
で
教
室
を
開
催

し
、
六
十
三
人
が
参
加
。
そ
し
て
市
内
だ

け
で
な
く
、
全
国
三
十
以
上
の
都
道
府
県

で
講
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

一
月
に
は
英
国
で
子
ど
も
向
け
講
習
会
を

二
回
、
模
範
試
合
を
一
回
行
い
ま
し
た
。

英
国
に
は
視
覚
障
害
者
向
け
の
テ
ニ
ス
は

な
か
っ
た
た
め
、
た
い
へ
ん
な
歓
迎
を
受

け
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
講
習
会
に
参
加

し
た
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
も
プ
レ
ー
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ボ
ー
ル
八

十
個
を
進
呈
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

「
こ
の
競
技
は
動
く
範
囲
も
狭
く
、
ボ

ー
ル
も
ス
ポ
ン
ジ
で
で
き
て
い
る
た
め
ス

ピ
ー
ド
が
出
ま
せ
ん
。
自
分
で
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
る
人
な
ら
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
的
に

は
ボ
ー
ル
を
改
良
し
た
り
、
指
導
方
法
を

確
立
し
た
り
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
こ

の
競
技
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
で
す
ね
」

と
、
山
本
さ
ん
。「
視
覚
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
テ
ニ
ス
」
が
、
世
界
じ
ゅ
う
で
行
わ

れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

コート（着色部分）は、
縦13.40m、横6.10m。
ネットの高さは両サイド
で0 . 8 5m、中央部で
0.80mあります

英国の視覚障害者の皆さんに「視覚ハンディ英国の視覚障害者の皆さんに「視覚ハンディ英国の視覚障害者の皆さんに「視覚ハンディ
キャップテニス」の楽しさを体験してもらうキャップテニス」の楽しさを体験してもらうキャップテニス」の楽しさを体験してもらう
ために、１月にロンドンスポーツフォーラムために、１月にロンドンスポーツフォーラムために、１月にロンドンスポーツフォーラム
で、デモンストレーションを行う山本さんで、デモンストレーションを行う山本さんで、デモンストレーションを行う山本さん

「けっこう瞬発力が必要だし、ラリ「けっこう瞬発力が必要だし、ラリ「けっこう瞬発力が必要だし、ラリ
ーが続くと息が切れますね」ーが続くと息が切れますね」ーが続くと息が切れますね」。練習。練習。練習
後の会話には、運動したあとの爽快後の会話には、運動したあとの爽快後の会話には、運動したあとの爽快
感が感じられました感が感じられました感が感じられました



川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット
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もち＋たこ＝子どもたちの笑顔
１月21日、川越市青少年相談員協議会が主催する

「新春！　親子凧
たこ

揚げ・餅
もち

つき大会」が、農業ふれあ

いセンターで行われました。当日は36人の親子が参

加。まずは真剣な表情で、たこ作りを始めました。も

ちつきの前には、蒸したばかりのもち米を試食。つき

たてのもちを食べたあと、たこ揚げで走り回る子ども

たちの、笑顔と歓声が印象的でした。

ことしは風が、よく吹くそうです
18本のヨシをすだれ状に編み、筒状に束ねた物を小豆が

ゆに浸し、茎の中に入った米粒の数によってことしの作柄と

天候を占う、市指定無形民俗文化財「筒がゆの神事」。１月

15日の早朝、藤宮
ふじのみや

神社（石
いし

田
だ

）で行われました。その結果、

小麦・小豆・稲などが豊作、大根やソバなどが平年並み。天

候は、日照が少なめ、風はよく吹き、雨は平年並みとなりま

した。最後は、訪れた皆さん全員で小豆がゆを食べました。

出来上がった小豆がゆ
にヨシの筒を浸しま
す。この小豆がゆを食
べると、虫歯にならな
いそうです（左）
ヨシを割って、米粒の
数を数えます（上）

揚がったよ！揚がったよ！揚がったよ！おいしいおもちになぁれおいしいおもちになぁれおいしいおもちになぁれ

湯を浴びて無病息災
１月14日、古尾谷八幡神社（古

ふる

谷
や

本
ほん

郷
ごう

）で

湯立
たて

祭が行われました。この祭りは、平成11

年に発見された「湯花用大釜」（市指定文化財）

の記録を基に、同13年に復活しました。沸か

した湯の中にササの束を入れ、付いた湯を無病

息災を願う皆さんに振りかけます。来年以降、

この祭りは１月の第３日曜日に行われます。
湯を浴びる地域の皆さん。ササを振ると湯が冷
やされて、周囲は真っ白にこれが「湯花用大釜」これが「湯花用大釜」これが「湯花用大釜」

「
南
大
塚
の
餅
つ
き
踊
り
」
保
存
会
は
、
県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
南
大
塚
の
餅
つ
き
踊

り
」
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

も
ち
つ
き
踊
り
は
、
大
正
末
期
か
ら
戦
時
中
ま
で
中
断

し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
年
ご

ろ
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
同
保

存
会
を
結
成
し
、
再
開
し
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
は
三
十
七
人
、
全
員
が

南
大
塚
在
住
で
す
。
練
習
は
、
月
二

回
、
も
ち
に
代
え
て
わ
ら
を
使
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
歌
い
手
に
合
わ
せ

て
も
ち
を
つ
く
た
め
、
リ
ズ
ム
感
を
養
う
こ
と
が
大
事
。

一
人
前
に
な
る
に
は
、
二
年
ほ
ど
か
か
り
ま
す

同
保
存
会
で
は
、
後
継
者
育
成
の
た
め
、
十
五
年
ほ
ど

前
か
ら
、
地
域
の
中
学
一
年
生
に
も
ち
つ
き
踊
り
を
体
験

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

体
験
が
き
っ
か
け
で
、
成
人
に

な
り
、
入
会
し
た
方
も
い
る
そ

う
で
す
。「
先
人
が
築
き
上
げ

て
き
た
伝
統
芸
能
を
、
末
永
く

継
承
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
同
保
存
会
会
長
の
宮み

や

澤ざ
わ

辰た
つ

雄お

さ
ん
（
66
歳
）。
こ
れ
か
ら
も
、

も
ち
つ
き
踊
り
は
、
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

「
南
大
塚
の
餅も

ち

つ
き
踊
り
」
保
存
会
の
皆
さ
ん

人

川

越

32

保存会の皆さんと将来を担う子どもたち保存会の皆さんと将来を担う子どもたち保存会の皆さんと将来を担う子どもたち


